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Ｑ誰が記入するの？



Ａ
○基本的に保護者が記入していきます。


Ｑ誰の持ち物なの？

Ａ

○将来的にお子さんのものとなります。ご家庭で大切に保管してください。



Ｑ全部に記入しなくてはならないの？

Ａ



○保護者の方が必要と思われるところだけの記入でかまいません。
ただし、★印のページは、保育園入園時に提出が必要です。



Ｑ学校からの個別教育支援計画書を挟むと量が多くなるけど…



Ａ

○すべての計画書を挟む必要はありません。転機となることがあった頃等、保護者の方が大切だと思われる計画書を抜粋して挟むなど工夫してください。



[image: ]Ｑ情報が変わった時はどうするの？

Ａ

○経緯がわかるよう、作り直しではなく、赤字などでの修正をおすすめします。新しい用紙は、保健福祉課窓口または役場ホームページから入手できます。

Ｑ書き方がわからない時、はどこに相談すればよいの？
鶴居村役場保健福祉課へご相談ください。℡６４－２１１６


Ａ

Ｑ追加でシートが欲しい時はどうしたらよいの？

鶴居村役場ホームページでもダウンロードできます。また、保健福祉課窓口でもお渡しできます。
Ａ
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[bookmark: _GoBack]　☆印は、福祉・教育機関と連携する際の情報共有に役立てることができます。必要な方へコピーしてお渡しするとよいでしょう。お渡しした記録は「シート3８」に記入することができます。
　★印は、保育園入園、保育ママ利用の際に必要な書類です。
[image: ]○追加の支援シート～特別な支援や配慮が必要な時～

以下は、お子さんの育ちによって支援や相談を受けた場合に配付、使用します。
（鶴居村役場保健福祉課窓口で受け取りまたは役場ホームページよりダウンロードください）。
	分　類
	各ページの名称
	シート番号

	相談支援編
	☆計画相談の記録・発達支援や福祉サービスの記録
	支－1

	
	☆手帳・発達検査の記録
	支－2

	
	各種手当・助成制度活用の記録
	支－３

	
	児童相談所や特別支援教育センター等の相談歴
	支－４～６

	学校教育・保育での配慮・支援の記録編
※小学校、中学校の個別の教育支援計画についてのご質問等は、鶴居村教育委員会までお問合せください。
℡６４－２０５０　
	☆鶴居村個別支援計画（保育園）
	支－７・８

	
	「個別の教育支援計画」作成と活用について
鶴居村教育委員会
	支－９

	
	☆鶴居村教育支援計画（小・中学校）
    　  鶴居村教育委員会
	支－１０

	
	（高等学校の個別支援計画は、各学校の書式によります。）

	青年期以降編
	自立に向けたチェックシート
	支―１１～１４

	
	成人期の生活の記録
	支－1５・1６

	
	就労の記録
	支－１７・１８

	
	職業訓練・実習の記録
	支－１９・2０

	親なき後を支えるために編
	「親のねがい」
	支－2１

	
	「本人の生計」
	支－2２

	
	「各種保険・年金の記録」
	支－2３

	
	「本人の財産」
	支－2４

	
	「親の財産」
	支－2５

	
	「成年後見について」
	支－2６

	
	「成年後見人」
	支－2７

	
	「日常生活自立支援事業」
	支－２８


特別な支援を要するお子さんの育ちには、医療・保健・教育・福祉・労働など、様々な関係機関や専門家によるチームで支援することが大切と言われています。必要に応じて関係者でのケース会議を開催することで、客観的で総合的な評価や支援を実施することが可能となります。また、村内では障がいをお持ちの方の課題解決のための障がい者自立支援協議会を適宜開催しています。お子さんの育ちでお困りごとがありましたら、鶴居村役場保健福祉課へご相談ください。
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赤ちゃんの写真を貼ってください
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赤ちゃんへのメッセージ
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